




































































































































































































































































































75％（12 人）が第二志望以下で入学しており、非進学校出身者の 47％（16 人）と比べて高
い割合となった。この要因を考察するため、第二志望以下の大学に入学し大学本意群に属す
る学生（進学校出身 12 人と非進学校出身 16 人）の学部・学科（専攻）の本意度を調べたと

















































































率が 80% 以上、大久保（2005）（４）の大学進学率が 90% 以上をそれぞれ「進学校」と示したことに依拠し、
両者が示す下限値の大学進学率 80% 以上を「進学校」、80% 未満を「非進学校」とした。また各被験者
（n=73）の出身校における 2015 年 3 月卒業生の「高校 3 年時の在籍人数」と「大学進学者数」を調べ、（大
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